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車両試験装置が日本機械学会機械遺産に認定されました 

 

２ ０ ２ １ 年 ８ 月 １ ０ 日 

公益財団法人鉄道総合技術研究所 

 

 公益財団法人鉄道総合技術研究所（以下、鉄道総研）の車両試験装置（図１）が、一般社

団法人日本機械学会が日本国内に現存する機械技術面で歴史的意義のある遺産として認定

する機械遺産として、２０２１年８月７日に認定（「機械遺産第１０８号」）されたことを

お知らせします。 

 

【車両試験装置の概要】  

 認定された装置の概要は以下になります。 

・ 本装置は、１９５９年、鉄道総研の前身である旧・国鉄鉄道技術研究所によって動力近

代化や高速化のため設置され、翌年から本格的な試験に使用されました。 

・ 試験装置は、定置で車両の高速走行を模擬することができます。鉄道車両の車輪の下に

レールを模擬した円盤（軌条輪）を配置し、軌条輪を回転させることで車両の走行状態

を模擬することができます。さらに上下方向にも加振することができる機能も有してい

ます。 

（参考） 

軌条輪の左右の間隔（軌間） １０００ｍｍ～１６７６ｍｍ調節可能 

速度  一車両で２５０ｋｍ／ｈ、台車単体では３５０ｋｍ／ｈまで試験可能 

・ 本装置は、車両の高速走行時の安定性向上など各種性能確認試験に活用されてきました。 

・ 本装置を用いた試験結果は、東海道新幹線の開業に向けた試験車両の台車の仕様決定に

活用されたほか、山陽新幹線用試験電車（９５１形試験電車）の試験（図２）なども行

われ、我が国の新幹線の発展に寄与しました。 

・ １９９０年には、他交通機関への競争力強化のために、さらに高速での試験が可能とな

るよう最高速度５００ｋｍ／ｈの高速車両試験装置を設置しました。そのため、この後

は、車両の走行試験は高速車両試験装置で実施することとなりましたが、本装置は電車

のインバーターの試験などに今なお、現役として稼働しています。  
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図１ 現在の車両試験装置 

 

 

図２ 山陽新幹線用試験電車の試験の様子 

 

【参考】  

 「機械遺産」とは、歴史に残る機械技術遺産を大切に保存し、文化的遺産として次世代に

伝えることを目的に、日本国内に現存する機械技術面で歴史的意義のある遺産を同学会が認

定するものであり、２００７年より実施され、昨年度までに１０４件が認定されています。 

※ 一般社団法人日本機械学会 HP https://www.jsme.or.jp/kikaiisan/#section1 

 

 

（報道機関問い合わせ先） 

公益財団法人鉄道総合技術研究所総務部 広報 TEL：042-573-7219 
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